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足立正 『経済資料研究jの発肢を祈る 1 
天野敬太郎経済書誌つれづれぐさ(liJf究余滴) 3 (25四29)
荒木康裕 経済資料協議会ホームページ開設について(紹介) 28 (16-21) 
我が国学協会が刊行する学術雑誌経済学・商学・経常学分野)
の引用調査について:I五|立情報学研究所による調査への協力作
業報告(研究) 34 (34-45) 
経済資料協議会の先日い/l¥(思い1¥) 38 (102-103) 
荒又重雄 俄伴もあって(研究余滴) 27 (55-58) 
安藤正人 日本のアーカイプズ研究とアーキピスト教育:[王l際関Jftの11で
(講演) 35 (1-27) 
飯田賢一 同分信著 f研究情報と|雪|書館:知的生産-におけるニュー・メディアj
Wf評) 19 (99-100) 
生島芳郎 20年を顧みて(泊予.談) 5 (34-63) 
企業系譜図あれこれ(研究余滴) 18 (27-31) 
近代日本経済関係2次文献(4):経悦史(レブアレンス・プックス)
4 (33-39) 
経済資料協議会 3011'-史(その他) 16 (119-125) 
斜i誌の総合目録と要覧:英国の一例(文献紹介) 3 (47-49) 
石川|光ニ 外国統計書誌解説:[王"燦辿合1'1行m誌を中心lこ(文献制介) 15 
(50-53) 
泉谷勝美 プラトーの思い1¥(liJf究余消) 22 (10-12) 
伊藤田十二『経済資料研究jの指IJl'lを祝す 1 
稲毛満春 1本経済政策学会編『経済政策学の誕生J(書評) 23 (37-40) 
伊部正之 窓ぎわの松川事例:(研究余滴) 26 (16-22) 




から(経済統11"特集) 14 (32-42) 
宇沢弘文 二十一世紀と経済学:50周年記念講話i(講演) 32 (1-15) 
内田星美 日本開発銀行中央資料室編 r，車業情報総覧J(書評) 13 (67-72) 
瓜生洋一 フランスの悶書館・文書館で考えたこと(講演) 37 (ト20)
大阪経済大学中小企業経営研究所 近代日本経済関係2次文献 (2):日本
の中小企業(レファレンス・プックス)2 (33-43) 
大須長冶 第 57回経済資料協議会総会挨妙 33(1-5) 
会長挨拶 38 (1) 
大槻弘 近代日本経済関係2次文献(9):経済史(レファレンス・ブックス)
9 (41-48) 
大月 誠 「東京経済大学図書館所蔵 ドイツ社史・企業者伝記目録J(書
評) 8 (55【63)
大西康雄 “一年一台"の北京:改革・1If.1放見/lf記(講演) 31 (1-13) 
岡山恭子 「経済学文献季報Jとわが国社会科学系索引誌の比較(研究)
1 (1-24) 
小川喜久雄経済資料協議会の活動に参加|して(思い出) 38 (114-116) 
Jj¥}1幸代 浅田家文書の村絵|雪lの検討:V-~r1;花野村の存在について(研究・
調査) 26 (1-15) 
荻野富士夫『小樽高尚の人々jの編集から百年・史編纂へ(研究) 35 (29-39) 
奥田敬 ナポリ啓蒙研究文献案内(レブアレンス・ブックス) 22 (13-35) 
尾崎彦朔 モスクワの説持風来(研究余滴) 4 (25-30) 
越知昌夫 20年を顧みて(1M談) 5 (34-63) 
大日方祥子経済資料協議会と出会わなければ・・・(思い出) 38 (113-114) 
[か]
金沢幾子 稲荷山宿町議し館jと松林i保之助の『北海紀行Jについて(研
究論文) 31 (14-25) 
「経済学文献季搬jとわが国社会科学系索引誌の比較(研究)
1 (1-24) 
杉原四郎編rEI本経済雑誌の源流J(書評) 24 (117-121) 
明治則経済制はがド表(研究) 21 (1-100) 
明治則信州宿場IJ尚人兄弟の経済学(研究論文) 29 (30-42) 




河合利雄 20 ir=.を顧みて(時議) 5 (34-63) 
川原和子 20 iドを腐iみて(時談) 5 (34-63) 
I ~"Í'-f，I:Î情報システム j とサブジェクト・スペシ γ リスト:経済
資料協議会の位li'1.づけ(パネル・ディスカッション) 17 (15-34) 
|五l立国会問書館参与書誌部経済社会諜編 人物文献索引 経
済・社会編 lリJifl以降一昭和 43年¥'11行分(書i:<l 2 (51-54) 
スコットランド碑蒙賜lの主要学・協会，クラブについて :H'




Wf評) 19 (101目 105)
菊川秀男 20 ir・-を顧みて 0%談) 5 (34-63) 
近代日本経済関係 2次文献 (3):1:1>:の貿易(レファレンス・ブッ
クス) 3 (31-39) 
近代1本経済関係2次文献(10):海運(レファレンス・フヘソクス)
1 (46-56) 
経済学文献を治る (2.完) (対談) 19 (1-65) 
年去におけるいくつかの間題(fi)f:先) 20 (27-42) 







スカッション) 13 (3-29) 
「経済学文iliI:'f.械jについて(1)(研究) 8 (ト14)
「経済学文献季椴jについて (2) (liJf:先) 9 (17-36) 
木原正雄 30IWI:.記念坊に'寄せて(その他) 16 
「学術情報システムjとサブジェクト・スペシャリスト:経済
資料協議会の佼iq‘づ、It(パネル・ディスカッシ 1ン) 17 (15-34) 
EI*における例会主義経済研究(研究) 18 (l-10) 





I'IJ行 200年特集) (特集) 12 (2-2) 
はじめに 13 (2-2) 
河野義克 『経済資料研究jの創刊を制して(その他) 1 
神戸大学経済経営研究所経営分析文献センター 営業報告書の全r~1調査(資
料調査) 3 (41-44) 
古瀬大六 図書館事務の改革(砂f究) 1 (17-33) 
小林清美 ロシア・ソヴェト:J.:rm書誌 n~lm週報j をめぐって(1907 一
1920) (J二)(liJf究) 15 (1-16) 
ロシア・ソヴェト全IHiU誌nヌ1m週報』をめぐって (1907-
1920) (下) (研究) 18 (11-26) 
小林茂 被差別剖sr~ II\J組関係 2 次文献:労働運動・社会運動・社会主義(文
献紹介) 10 (4ト50)
小松勇吉 20年を顧みて (W談) 5 (34-63) 
是枝洋 近代日本経済関係 2次文献 (6);労働組合・労働運動(レファ
レンス・ブックス)6 (49白58)
協議会の思い出 (MHリl'，) 38 (110-111) 
今野茂代 経済資料協議会の!品、1'.(思い/1'.) 38 (109-110) 
[さ1
斎膝滋 20年を顧みて(路談) 5 (34-63) 
崎山耕作 近代日本経済関係2次文献 (8);股業:戦後農業論を'1心lこ(レ
ファレンス・ブックス) 8 (35-41) 








地方統計資料総合1録 IlrHII 50 iド-1lr{;f1J54年:地;f統計情報
資料整備調査研究委員会編 O!~静) 16 (111-118) 
統計・調査資料ガイド:秘谷大学社会科学研究所・吉川栄子編(議
i干) 30 (32-37) 
ドキュメンタリストの役;'11]とi保則:経済資料協議会の業紛から
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ルパーキンの場合(砂「先) 1 (25-40) 
佐々木敏二 1本の初JVI社会主義(1)(研究) 7 (ト12)
1本の初Jijl社会主義 (2) (研'先) 8 (15-28) 
LI本の初JijHI:会主義 (3) (研究) 10 (23-36) 
佐藤金三郎ある蔵省の)ill命:rマルクスとエンゲルスの蔵書のなかのロシ
アの本j(研究余滴) 15 (17-21) 
組沢君夫 「学術情報システムjとサブジェクト・スペシャリスト:経済
資料協議会の位置づけ(パネル・ディスカッション) 17 (15-34) 
塩田卓和 General Inquirel' : I'H半分析へのコンピュータ・アプローチ(研
究) 2 (15-27) 
|ヌ|書館システムのコンピュータリゼーション(文献紹介) 1 
(54-56) 
文献情報処J1I[の現段lWi: EI録の機械処理!をめぐって(liJf究) 6 
(1-24) 
渋田義行 経済学文献をtilる1]:私と経済資料協議会の歩み(対談) 16 
(1-64) 
下谷政弘 神戸大学経済経営研究所附属品目立分析文献センタ一矢倉例1太
1'41，生島芳郎編L:l:嬰企業の系~m玄IJ (書評) 20 (47-49) 




て(研究) 37 (21-34) 
末川博 経済学と夜、(liJf究余滴) 10 (37-40) 
杉野和子 「日本経済統計資料総合目録j制集作業室(1):計算機処理班
から(経済統計特集) (特集) 14 (32-42) 
杉原四郎 京都の経済企{f誌(liJf究) 24 (69-80) 
-161一
経済学者の追悼文集 I1 1 (文献制介) 27 (40-54) 
経済学者の追悼文集(1I) (文献紛介) 28 (22-39) 
神戸の経済剥i誌(研究) 23 (20-30) 
国際暦史学会議のことども(研究余滴) 19 (81-84) 
最近出た三つの経済資料の紹介(文献紹介) 35 (49-50) 
坂田太郎・渡辺間Itbt~編『わが I iIにおける重農主義研究文献日録
(Bibliogl'aphy of Physiocl'acy in Japan)J (到草書房、1974年)(書
iTY.) 10 (51-56) 
f出版月評jと浜11似!次郎 (liJf究余消) 29 (43-50) 
日本経済思惣史研究の現況(研究展望) 37 (47-49) 
日本のスミス研究(n孟l岱論JTIJ行 200年特集 スミス研究の
動向) (特集) 12 (3-12) 
『日本史研究者静典J(文献紹介) 30 (24-31) 
わが国にある外|玉|人経済学者の文庫(研究) 1 (6-16) 
わが国における経済学関係のflM人全集について(研究) 5 (ト11)





20年を顧みて(座談) 5 (34-63) 
アダム・スミス書誌解説UI五|割論』刊行 200年特集)(文献紹介)
12 (25-36) 
経済学文献を語る 1:私と経済資料協議会の歩み(対談) 16 
(1-64) 
経済学文献を約る (2・完) (対談) 19 (1-65) 
『経済学文献季報j再検討(経済学二次文献特集パネルディス
カッション) 13 (3-29) 
『私の生涯からJ(1947年執筆)フーゴー・シュトライザント述
(制訳) 38 (34-56) 
協議会とともに歩んだ六十年一杉本俊朗・紺l谷新治ild先生に聞
くー(座談会)38 (63-101) 





1アメリカ経済文献"録(告訴) 9 (57-60) 
鈴木伸介 経済資料協議会創立 40同年記念シンポジウム:経済や教育と
|刈書館(シンポジウム) 25 (1-53) 
人と文献の交差点一総資協との深い思いIH一(思いm) 38 
(119-120) 
鈴木英夫 経済学文献季報と私 o山、IH) 38 (117-118) 







計(liJf究) 16 (75-110) 








1文'*を中心に(研究) 33 (29-43) 
高橋益代 近代FI本経済関係2次文献:経済統計資料:戦前(1)(レファ
レンス・ブックス) 15 (22-37) 
近代u本経済関係2次文献:経済統iJ-資料:戦前 (2):徴発事
務条例から資源調査令へ:楽iflの「工業j聞係統計資料(レフア
レンス・ブックス) 18 (33-46) 




鋭、) (特集) 14 (14-31) 
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「経済資料協議会Jと私(思LリI¥) 38 (122-123) 
高橋宗生 協議会とともに歩んだ六十年一杉本俊削・紺l谷新治両先生に聞
く一(雌談会)38 (63-101) 
高橋悠 2011'-を顧みて(座談) 5 (34-63) 
高橋良宣 2011とを刷みて(座談) 5 (34-63) 
近代日本経済関係2次文献 (5):沖純の経済統計(レファレンス・
ブックス) 5 (12-21) 
田口照美 191治JVの経済学者と「人名辞典J(研究) 20 (1-26) 
19]治後JUの生産・輸出統計品目およひ.生産抗Ulh'w.日の比較照合:
191治 421'. (研究論文) 25 (54-107) 
武田晴人 営業報告書|具l係の目録について(文献紹介) 26 (23-31) 
竹本文夫 経済資料協議会創立 40周年記念シンポジウム:経済学教育と
I~HU館(シンポジウム) 25 (1-53) 
多度津亮介東京都市社会学研究会編 都市社会学に|典lする文献総合目録
(t!日干) 4 (47-48) 
田中久文 f学術情報システムjとサブジェクト・スペシャリスト:経済






嫁原邦明 池厄愛子縦rJ:1本の経済学と経済学者J(文献納介) 29 (51-51) 
辻喜一 20 年を顧みて(陸談) 5 (34-63) 
東京大学経済学部図書室 近代日本経済関係2次文献(1):日本経済学史(レ
プアレンス・プックス) 1 (37-53) 
道家文秀 2011三を顧みて(1直談) 5 (34-63) 
東傑由紀彦法政大学大版社会問題研究所『社会・労働巡助大1'.表』第1巻
~第 3巻および別巻(書評) 22 (37-39) 
重量岡文英 キーワードの機械的付与と人による付与・:r経済学文献季報jで
の試み(研究) 19 (67-79) 
Iな1
永国治樹 UNISIST・レフ 7レンス・マニュアル(文献納介) 1 (57-62) 
中村青志 東京大学経済学部付属日本産業経済研究施設伝記資料日録編集
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クス) 3 (31-39) 
社会科学分野の主題書誌(文献紹介) 4 (41-46) 
地域研究専門図書館員の役割(文献鮒介) 7 (39日42)
Fletcher， John， ed. Information Sources in Economics. 2nd 
ed. uUli干) 19 (107-110) 
鍋島哲郎 2011とを顧みて(座談) 5 (34】63)
西村孝夫 ジャーディン・マセソン会社文書の平IJJlJ (研究余滴) 6 (45-48) 
根岸正光 経済学文献季報・経済学文献索引データベースと経済研究の動
向:50周年記念講演(講演) 32 (16-28) 
野津正徳 「資料の鉄人J:インターネット経済情報・資料の探索と利JfJ(研
究論文) 28 (1-15) 
[は1
長谷川伸三経済資料協議会の思い出(思い出) 38 (107-108) 
服部容教 Marshall Lilll"ary of Economics (研究余消) 7 (28-31) 
原利雄 20年を胤みて(庫談) 5 (34-63) 
半田正樹 1 Tの税収ーユピキタスという<衣裳>(講色i) 34 (1-21) 




行200{Iと特集 『国笛論』 刊行 200年記念行事___1，覧) 12 (37-51) 
深井純一 経済資料協議会創立 40周年記念シンポジウム:経済学教育と
問書館(シンポジウム) 25 (1-53) 
福井孝治 岡:t!.tの両先生(li}f究余滴) 1 (4ト45)
福旗健 *京経済大学図書館所蔵ドイツ社史について (liW先) 36 (]-15) 
藤田敬三 ある実i!iE研究者のうら話(研究余滴) 8 (29-34) 
船山康 経済資料協議会ホームページ|剤投について(制介) 28 06-21) 
経済資料協議会の思い出(思い11) 38 (]06-107l 
米花稔 「情報j思いつくまま(研究余滴) 2 (29-32) 
細川元雄 ME書誌編集委員会編 マルクス=エンゲルス邦訳文献目録
-165-
(暫定版) (文献紹介) 9 (49-56) 
天野lð~太郎編 1本マックス・ウ'ェーパー丹市!; 第 2 版(Y!~評)
5 (22-25) 
経済学文献を祈る [1[ :私と終消資料協議会の歩み(対談) 16 
(1-64) 
I経済学文献季ftU1.検討(経済学二次文献特集パネルディス








究) 7 (13-27) 
サブジェクト・ピプリオグラファーとして:京都大学経済γ.部
をi削減して(liJf究余滴) 31 (26-31) 
特殊文献 FI~詩編集に|刻する II'，JJ，也)~、( :ヒルファデイング文献1録
編集sに|剣)!l.!して(研究) 3 (ト23)
細谷新治 20 {I二を顧みて(座談) 5 (34-63) 
J. M. Brittain:lnformation and its users. A review with spccial 
refercnce to lhc social sciences. UH評) 7 (43-47) 
Maltby，Arthur:Economics an【1Commerce. The Sources of 
Information and Thcir 0，引nization.(書評) 3 (45-46) 
大塚金之助先生とピブリオグラフィー(研'先余消) 13 (61-66) 
近代1本経済関係 2次文献 (3): 1本の貿易(レプァレンス・ブッ
クス) 3 (31--39) 
経済学文献を祈る 1 1=私と経済資料協級会の歩み(対談) 16 
(1-64) 
終済学文献を祈る (2・完) (対談) 19 (1-65) 
杉山!JA51l.先生時 il'- M~ ・主要持作目録(研究論文) 30 (1-9) 
統計データ・パンクについて一米国における述邦統計データ・
センター梢似を 1[1心にー(liJf~先) 2 (ト14)




程島俊介 経済学文献を諮る (2・完) (対談) 19 (1-65) 
経済資料協議会の解散に想う(思い出) 38 (108-109) 
本多新平 米国預金金融機関の破綻問題と預金保険制度(研究) 23 (ト19)
[ま]
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